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Pickup 森 の 国

８
13 森

の
国
の
夏
ま
つ
り
２
０
１
３

　

８
月
13
日
㈫
「
森
の
国
の
夏
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
毎
年
、
商
工
会
青
年
部
や
有
志
に
よ
り
、
設
営
か
ら
運

営
、
後
片
付
け
ま
で
手
作
り
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
イ
ベ
ン

ト
に
は
、
町
内
外
か
ら
約
５
，
０
０
０
人
が
来
場
し
、
会
場

と
な
っ
た
大
門
橋
周
辺
を
埋
め
尽
く
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
恒
例
の
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
や
花
火
大
会
の
ほ

か
、
２
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
コ
ス
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ

れ
、
祭
に
華
を
添
え
ま
し
た
。
ま
た
、
虹
の
森
公
園
や
す
ら

ぎ
ゾ
ー
ン
で
は
、
盆
踊
り
大
会
も
行
わ
れ
、
浴
衣
姿
の
子
ど

も
た
ち
を
見
よ
う
と
保
護
者
や
観
客
が
多
数
訪
れ
ま
し
た
。

合
わ
せ
て
、
今
年
は
「
予
土
う
ま
い
も
の
合
戦
」
も
同
時
開

催
さ
れ
、
愛
媛
県
と
高
知
県
の
う
ま
い
も
の
を
販
売
す
る
屋

台
が
軒
を
連
ね
、
来
場
者
は
伊
予
と
土
佐
の
名
産
品
に
舌
鼓

を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
各
地
で
も
地
元
主
催
に
よ
る
夏
祭
り
や
花
火

大
会
が
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
盆
で
帰
省
し
た
出
身
者
に

は
、
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
げ
る
楽
し
い
夏
休
み
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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Pickup 森 の 国

９
３ 松

野
中
学
校
改
築
工
事
の
進
捗
状
況

　

９
月
３
日
、
松
野
中
学
校
改
築
特
別
委
員
会
（
加
藤
康
幸
委
員
長
ほ
か

議
員
６
名
）
に
よ
る
中
学
校
改
築
工
事
の
現
地
視
察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
行
政
関
係
者
と
議
員
が
、
工
事
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
業
者
か
ら
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
建
築
方
法

や
屋
根
仕
舞
、
内
外
部
の
造
作
、
建
具
の
取
付
、
電
気
設
備
工
事
な
ど
の

作
業
工
程
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

こ
の
工
事
は
、
昨
年
₁₀
月
に
着
工
以
来
、
ほ
ぼ
計
画
ど
お
り
作
業
が
す

す
ん
で
お
り
、
現
在
の
進
捗
状
況
は
₄₂
％
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
₁₂
月

に
は
新
校
舎
が
完
成
し
、
生
徒
は
３
学
期
か
ら
、
温
も
り
の
あ
る
木
造
校

舎
で
勉
学
に
励
む
こ
と
と
な
り
ま
す
。
旧
校
舎
に
つ
い
て
は
新
校
舎
へ
の

引
っ
越
し
が
終
わ
り
次
第
、
取
り
壊
し
、
跡
地
に
駐
車
場
等
を
整
備
し
、

３
月
に
は
す
べ
て
の
工
事
が
完
了
す
る
運
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
プ
ー
ル
跡
地
に
整
備
中
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
（
発
電
量
₃₀ 

KW
）
も
約
₅₀
％
程
度
の
作
業
が
す
す
み
、
校
舎
完
成
に
併
せ
て
、
電
力
を

供
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

工事現場の移り変わりは、松野中学校ホームページでもご覧い
ただけます。（http://matsuno-j.esnet.ed.jp/）
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８
月
₂₄
日
㈯
元
「
伊
予
美
人
」
蔵
元
「
正
木
本
店
」
酒
蔵
で
「
伊
予
美
人
ラ

イ
ブ
〝
番
外
編
〞
映
画
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

伊
予
美
人
ラ
イ
ブ
は
、
酒
蔵
の
幻
想
的
な
雰
囲
気
の
中
で
音
楽
な
ど
を
楽
し

ん
で
も
ら
お
う
と
、
町
内
外
の
有
志
に
よ
り
定
期
的
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
₄₀

回
目
と
な
る
今
回
は
、
趣
向
を
変
え
、
映
画
の
上
映
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

上
映
さ
れ
た
の
は「
ス
ケ
ッ
チ
オ
ブ
ミ
ャ
ー
ク
」と
い
う
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
で
、沖
縄
県
宮
古
諸
島
で
古
く
か
ら
歌
い
継
が
れ
て
き
た
「
古
謡
」
や
「
神

歌
」
を
題
材
と
し
た
も
の
で
す
。
時
代
と
と
も
に
歌
い
手
が
減
り
、
絶
滅
の
危

機
に
瀕
し
て
い
る
そ
の
文
化
と
、
そ
れ
を
ひ
っ
そ
り
と
歌
い
継
ぐ
人
々
の
暮
ら

し
を
追
っ
た
こ
の
作
品
は
、
ス
イ
ス
ロ
カ
ル
ノ
国
際
映
画
祭
で
、
グ
ラ
ン
プ
リ

に
次
ぐ
「
批
評
家
週
間
賞
・
審
査
員
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
メ
ン
シ
ョ
ン
２
０
１
１
」

を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

上
映
後
は
、

本
作
の
監
督
で

あ
る
大
西
功
一

氏
の
ト
ー
ク
ラ

イ
ブ
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
同

氏
は
「
撮
影
を

し
て
、
宮
古
諸

島
の
人
々
の
生

活
や
独
特
な
文

化
・
思
想
に
触

れ
、
驚
く
ほ
ど

の
力
強
さ
を
感

じ
た
。」
と
述

べ
、
地
域
で
継

承
さ
れ
た
文
化

の
持
つ
魅
力
を

来
場
者
に
訴
え

ま
し
た
。

Pickup 森 の 国

８
６

８
24

森の国松野町林間学校

伊予美人ライブ “番外編” 映画会

　

８
月
６
日
㈫
か
ら
₁₀

日
㈯
ま
で
の
日
程
で
森

の
国
松
野
町
林
間
学
校

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
愛
媛
大
学
教

育
学
部
に
よ
る
フ
レ
ン

ド
シ
ッ
プ
事
業
の
一
環

で
、
愛
媛
大
学
の
学
生

と
町
内
の
小
・
中
学
生
、

保
護
者
の
交
流
の
場
を

設
け
る
こ
と
で
、
子
ど

も
た
ち
の
学
力
向
上
や
、

進
路
に
対
す
る
意
識
の

向
上
を
目
指
す
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
愛
媛
大
学
の

学
生
に
と
っ
て
も
教
育

実
践
に
必
要
な
知
識
や
技
術
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
、
相
乗
効
果
の
得
ら
れ
る

事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

愛
媛
大
学
の
学
生
た
ち
は
、
吉
野
生

交
流
セ
ン
タ
ー
に
５
日
間
宿
泊
し
、
町

内
の
小
・
中
学
生
に
対
す
る
学
習
指
導

や
、
教
育
懇
談
会
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
２
日
目
に
は
滑
床
渓
谷
で
中
学
生

と
キ
ャ
ニ
オ
ニ
ン
グ
の
体
験
交
流
も
行

い
ま
し
た
。

　

近
隣
に
大
学
の
な
い
松
野
町
で
は
、

小
・
中
学
生
も
大
学
生
と
触
れ
合
う
機

会
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
学
生
の

話
を
聞
い
た
り
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も

た
ち
は
将
来
へ
の
様
々
な
展
望
を
感
じ

取
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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８
月
₂₄
日
㈯
か
ら
₂₅
日
㈰
に
か
け
て
森
の
国
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
ツ
ア
ー

受
入
実
践
事
業
と
し
て
、「
き
ち
み
ん
か
森
の
国
へ
２
０
１
３
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
愛
媛
大
学
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い
る
「
都
会
と
田
舎
を

結
ぶ
食
育
ネ
ッ
ト
」
と
い
う
事
業
と
連
携
し
た
も
の
で
、
都
会
で
暮
ら
す
子
ど

も
た
ち
に
、
普
段
触
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
田
舎
な
ら
で
は
の
生
活
を
体
験
し

て
も
ら
お
う
と
い
う
試
み
で
す
。

　

こ
の
食
育
ネ
ッ
ト
は
、
体
験
す
る
子
ど
も
た
ち
、
そ
れ
を
も
て
な
す
学
生
、

そ
れ
を
受
け
入
れ
る
地
元
の
三
者
が
主
役
と
な
り
、
相
互
に
連
携
し
て
成
長
し

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
も
森
の
国
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
ク
ラ
ブ
が
、
子
ど
も
た
ち
の
受
入
れ

を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
「
広
見
川
川
遊
び
の
会
」
や
漁
協
の
指
導
の
も
と
、
広
見
川

で
「
エ
ビ
じ
ん
ど
」
づ
く
り
を
行
い
、
各
々
が
選
ん
だ
ポ
イ
ン
ト
に
エ
ビ
じ
ん

ど
を
仕
掛
け
ま
し
た
。
夜
は
７
班
に
分
か
れ
て
地
元
の
農
家
民
宿
に
宿
泊
し
、

翌
日
は
、
雨
の
中
、
前
日
仕
掛
け
た
エ
ビ
じ
ん
ど
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
獲
れ

た
エ
ビ
や
ハ
ヤ
や
ヨ
シ
ノ
ボ
リ
な
ど
は
、
そ
の
日
の
う
ち
に
調
理
さ
れ
、
子
ど

も
た
ち
も
川
の
恵
み
を
堪
能
し
た
よ
う
で
し
た
。

　

愛
媛
の
田
舎
で
、
日
常
と
は
違
っ
た
生
活
を
経
験
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
そ

れ
ま
で
に
な
い
豊
か
な
学
び
を
体
験
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
成
長
し
た
顔
つ
き
で
都

会
へ
と
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。

Pickup 森 の 国

８
24 きちみんか森の国へ２０１３
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８
月
₂₅
日

㈰
、
第
₁₃
回
分

館
対
抗
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
と

な
っ
て
い
る
こ

の
催
し
は
、
松

野
町
中
央
公
民

館
と
教
育
委
員

会
が
主
催
し
た
も
の
で
、
子
ど
も
、
成
人
、
高
齢
者
の
各
世
代
か
ら
約
３
０
０

名
が
参
加
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

競
技
種
目
は
全
部
で
５
種
目
。
町
内
各
施
設
を
会
場
に
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。
各
種
目
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
一
般
男
子
レ
ク
バ
レ
ー
の
部
】

　

優　

勝　
　

奥
野
川
分
館

　

準
優
勝　
　

蕨
生
分
館

　

３　

位　
　

豊
岡
後
分
館

【
一
般
女
子
レ
ク
バ
レ
ー
の
部
】

　

優　

勝　
　

松
丸
分
館

　

準
優
勝　
　

豊
岡
前
分
館

　

３　

位　
　

豊
岡
後
分
館

【
高
齢
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
部
】

　

優　

勝　
　

豊
岡
前
分
館

　

準
優
勝　
　

吉
野
分
館

　

３　

位　
　

目
黒
分
館

【
小
学
生
レ
ク
バ
レ
ー
の
部
】

　

優　

勝　
　

松
丸
分
館
Ａ

　

準
優
勝　
　

延
野
々
分
館
Ａ

　

３　

位　
　

延
野
々
分
館
Ｂ

【
小
学
生
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
部
】

　

優　

勝　
　

富
岡
分
館

　

準
優
勝　
　

目
黒
分
館

　

３　

位　
　

延
野
々
分
館

　

８
月
₂₅
日
㈰
虹
の
森
公
園
で
「
新
米
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
青
空
市
場
と
生
産
者
が
共
同
し
て
松
野
町
産
の
新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
Ｐ
Ｒ

し
よ
う
と
行
っ
た
催
し
で
す
。

　

当
日
は
、
新
米
の
販
売
や
試
食
を
は
じ
め
、
輪
投
げ
、
重
量
当
て
ク
イ
ズ
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
来
場
者
は
炊
き
た
て
の
新
米
を
頬
張
り
な

が
ら
、
生
産
者
の
話
を
聞
き
、
新
米
を
購
入
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
昨
年
に
比
べ
稲
の
発
育
も
よ
く
、
米
の
出
来
も
よ

か
っ
た
よ
う
で
す
。
み
な
さ
ん
も
、
美
味
し
い
松
野
の
新
米
を
味
わ
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

Pickup 森 の 国

８
25

８
25

新米まつり

第13回分館対抗スポーツフェスティバル
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９
月
１
日

㈰
、「
県
境
を

越
え　

川
と
ス

ポ
ー
ツ
で
交

流
を
」
の
大
会

テ
ー
マ
の
も
と
、

松
野
町
体
育
協

会
主
催
の
第
₂₅

回
予
土
交
流
球

技
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
に
は
、近
隣
の
市
町
や
高
知
県
か
ら
約
３
０
０
名
の
選
手
が
参
加
し
、

レ
ク
バ
レ
ー
と
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
２
種
目
で
、熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
雨
の
影
響
で
フ
ッ
ト
サ
ル
と
硬
式
テ
ニ
ス
に
つ
い
て
は
、
日
程
を
先

送
り
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
屋
内
競
技
は
予
定
ど
お
り
行
わ

れ
、
参
加
者
た
ち
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
県
境
を
越
え
た
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

実
施
さ
れ
た
競
技
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
】

　

優
勝　
　

宇
和
連
合　
　
　
（
西
予
市
）

　

２
位　
　

蕨
生
Ａ　
　
　
　
（
松
野
町
）

　

３
位　
　

愛　

治　
　
　
　
（
鬼
北
町
）

【
一
般
レ
ク
バ
レ
ー
】

　

優
勝　
　

ビ
ッ
ク
マ
ウ
ス　
（
鬼
北
町
）

　

２
位　
　

フ
ラ
イ
デ
ー
ズ　
（
宇
和
島
市
）

　

３
位　
　

ケ
ン
タ
ロ
ウ　
　
（
宇
和
島
市
）

【
女
子
レ
ク
バ
レ
ー
】

　

優
勝　
　

近
永
ク
ラ
ブ　
　
（
鬼
北
町
）

　

２
位　
　

ウ
ィ
ル
ソ
ン　
　
（
松
野
町
）

　

３
位　
　

轟　
　
　
　
　
　
（
宇
和
島
市
）

　

９
月
８
日
か
ら
９
月
₁₄
日
ま
で
の
期
間
は
「
救
急
医
療
週
間
」
で
す
。
町
内

で
も
、
９
月
８
日
㈰
に
虹
の
森
公
園
で
鬼
北
消
防
署
職
員
ら
に
よ
る
救
急
の
日

啓
発
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
職
員
ら
は
、
来
場
者
に
啓
発
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
救
急

車
の
正
し
い
利
用
な
ど
に
つ
い
て
呼
び
か
け
ま
し
た
。
ま
た
、
当
日
会
場
に
は

救
急
車
や
消
防
自
動
車
も
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
目
を
輝
か
せ

な
が
ら
消
防
士
気
分
で
運
転
席
に
ま
た
が
っ
た
り
、
操
作
機
器
に
手
を
触
れ
た

り
し
て
い
ま
し
た
。

　

消
防
本
部
で
は
、
緊
急
の
ケ
ガ
や
病
気
に
対
応
す
る
た
め
、
宇
和
島
管
内
で

７
台
の
救
急
車
が
₂₄
時
間
出
動
で
き
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
が
、
年
間
の
救

急
件
数
の
過
半
数
は
軽
傷
者
で
す
。「
救
急
車
で
病
院
に
行
っ
た
方
が
優
先
的

に
診
て
も
ら
え
る
。」「
無
料
で
便
利
。」「
交
通
手
段
が
な
い
。」
な
ど
の
理
由

で
救
急
車
を
呼
ぶ
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
本
当
に
救
急
車
を
必
要
と
す
る

人
の
た
め
に
、
救
急
車
の
適
切
な
利
用
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
救
急
車

が
必
要
な
場
合
は
、

消
防
署
に
直
接
電

話
す
る
よ
り
も「
１

１
９
番
通
報
」
を

利
用
す
る
方
が
、

出
動
が
速
く
な
り

ま
す
の
で
「
１
１

９
番
通
報
」
を
利

用
し
ま
し
ょ
う
。

Pickup 森 の 国

９
１

９
８

第25回予土交流球技大会

救急の日啓発イベント
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の掲示板ま ち

橋
の
上
去
年
と
比
べ
る
花
火
か
な 

市
毛
友
一
郎

朝
涼
や
生
命
大
事
に
深
呼
吸 

岡
本　

京
子

南
方
に
雲
流
れ
ゆ
く
終
戦
日 

金
谷　

惠
子

冷
素
麺
濯
ぐ
が
如
く
洗
ひ
け
り 

金
谷　

重
子

新
涼
や
蜘
蛛
の
一
糸
に
走
る
彩 

金
谷　

文
恵

仕
舞
風
呂
出
て
仰
ぎ
け
り
天
の
川 

木
下
三
千
恵

未
の
子
の
泊
ま
る
気
で
来
し
浴
衣
か
な 

駒
山　

忠
夫

桐
一
葉
池
面
に
波
紋
起
し
け
り 

谷　

き
よ
し

宿
浴
衣
身
ぶ
り
手
ぶ
り
佐
渡
お
け
さ 

布　
　

久
光

足
る
を
知
る
里
の
暮
ら
し
に
今
年
米 

布　
　

康
江

万
物
の
生
長
と
め
る
猛
暑
か
な 

ひ
の
た
い
ら

汗
か
い
て
一
句
も
浮
か
ば
ぬ
猛
暑
か
な 

古
谷　
　

香

満
天
を
火
の
海
に
し
て
花
火
果
つ 

宮
崎
き
く
を

新
し
き
畳
匂
え
り
盆
灯
籠 

山
下
ス
ミ
子

夏
野
菜
老
の
糠
床
日
々
楽
し 

赤
松　

午
子

喰
初
め
の
新
米
光
る
小
さ
き
膳 

稲
谷
キ
ミ
子

赤
煉
瓦
東
京
駅
の
大
西
日 

上
田
み
ち
子

よ
う
や
く
に
恵
み
の
雨
や
未
草 

岡
本　

三
葉

猛
暑
に
も
耐
え
て
華
や
ぐ
百
日
紅 

竹
内
サ
ダ
子

ま
ち
の
投
句
箱

葛
句
会　
八
月
例
会
句
会
　
於
　
町
民
セ
ン
タ
ー

吉
野
句
会　
八
月
例
会
句
会
　
於
　
吉
野
生
公
民
館

俳
句
の
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句
　
八
月
投
句
分

《
不
器
男
記
念
館
》

　

国
道
と
い
ふ
も
山
道
青
芒鬼北

町　

中
尾　
　

正

人権の広場
いじめストップ愛顔の子ども会議に出席して

　８月₂₂日㈭に、南予地方局にて開催された「いじめストップ愛顔の子ども会議」に松野中学校の２・３年生
の代表４名とともに参加しました。全国で相次ぐいじめによる子どもの自殺を受け、子ども達自らがいじめ問
題を考え解決することを目的として、愛媛県教育委員会が、中学生を対象に東中南予の３会場で実施したもの
です。全体会の中で、松野中学校、大洲北中学校の２校が、代表校としてそれぞれの実践発表をしました。
　松野中学校からの提案「縦の糸と横の糸を紡いで」と題して、次の三つの提案をしました。
①　「縦の糸」日々の学習活動を大切にしよう。
　 　人権・同和問題学習、道徳、総合的な学習の時間や毎日の教科の授業にしっかり取り組むことは、いじめ

や差別問題などあらゆる問題に対する知識、解決するための方法を身に付けることになります。
②　「横の糸」仲間作りを大切にしよう。
　 　共に考え、共に行動し、共に感動する中で、友達との絆を深め、思いやりの心、友情、学校・地域を愛す

る気持ちを育むことになります。
③　いじめストップのためのアクション
　 　ＵＣＡＴで放送されている「あいさつ運動」「いじめストップ運動」のコマーシャルづくり、生徒会、森

の国子ども会議での話し合いなど、小さな活動の積み上げがいじめを「見逃さない」「許さない」「起こさせ
ない」ことにつながります。

　胸を張って、堂々と発表する松野中学校の子ども達の姿に、本当に感動しました。
　６月₂₈日㈮に、国や自治体、学校、保護者が協力していじめ防止に当たるための「いじめ防止対策推進法」が、
参議院で可決を受け交付されました。この法律のポイントとして、
① 　「いじめとは、心理的又は物理的な影響を与える行為で、心身に苦痛を与えるもの」と定義し、インターネッ

トを使った場合もいじめである
② 　学校の取組として、「道徳教育の充実」「早期発見のための措置」「相談体制の整備」「インターネットによ

るいじめの対策」等を進めること、いじめ防止の組織を設置する
③ 　いじめが認められたら、「いじめの事実確認」「被害者の支援」「加害者の指導と保護者への助言」を行う

とともに、犯罪行為として取り扱われるべきものであると認められる場合は、警察に通報し連携しながら解
決に当たる

④ 　教育委員会は、懲戒、出席停止制度の適切な運用など、いじめ防止のための措置を定める
ことが示されています。いじめ防止対策推進法の趣旨を踏まえ、早急に校内体制を確立していきたいと考えて
おります。
　「自分を大切にする」「家族を大切にする」「友達を大切にする」「松野中学校を愛する」そして「松野町を愛
する」、このような気持ちを持った松野中学校の子ども達を育てるために、毎日、一生懸命に教育に取り組ん
でいきたいと思います。

松野町立松野中学校　校長　山本　浅幸
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　　　 の掲示板　　　ま　　　　　　ち

お
悔
み
（
敬
称
略
）

（
住
所
）　（
死
亡
者
）　
　（
享
年
）

延
野
々
　
森
田
ト
ラ
ヱ
　
　
93
歳

豊
　
岡
　
園
部
　
忠
昭
　
　
76
歳

奥
野
川
　
山
﨑
千
代
野
　
　
91
歳

目
　
黒
　
久
保
　
重
光
　
　
63
歳

富
　
岡
　
山
本
　
宮
子
　
　
77
歳

延
野
々
　
渡
邉
　
駒
夫
　
　
95
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す（

敬
称
略
）

（
住
所
）　（
保
護
者
）    

（
出
生
児
）（
性
別
）

豊
　
岡
　
大
德
　
孝
幸
　
晴は
る

　
希き

　
　
男

　
　
　
　
　
　
　
理
恵

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ご
寄
付
お
礼
（
敬
称
略
）

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

坂
井
　
利
栄
　
　
松
野
町

園
部
　
忠
光
　
　
松
山
市

久
保
　
　
忍
　
　
松
野
町

山
本
　
　
弘
　
　
松
野
町

渡
邉
　
道
明
　
　
松
野
町

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

町 の 人 口

世帯数　₂,₀₂₇世帯（－２世帯）

総人口　₄,₃₃₁人 （－₁₅人）
男₂,₀₃₅人　女₂,₂₉₆人

（８月中の異動）
　　○出　生　２人　○死　亡　８人
　　○転　入　５人　○転　出　₁₄人

平成25年８月31日現在
※外国人を含みます。

　

９
月
６
日
、
河
後
森
城
の
植
生
に
関
す
る
聞
き
取
り

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
河
後
森
城
の
利
活

用
を
進
め
る
た
め
に
、
城
内
に
あ
る
植
物
の
中
で
特
に

人
と
の
か
か
わ
り
が
強
い
植
物
に
つ
い
て
、
松
野
町
内

で
の
呼
び
方
や
そ
の
利
用
を
調
査
た
め
行
っ
た
も
の
で

す
。

　

植
物
の
利
用
に
つ
い
て
は
、「
食
べ
る
」、「
見
る
」、「
使

う
」
の
３
つ
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
調
査
に

よ
っ
て
、
松
野
町
で
の
植
物
の
利
用
方
法
が
わ
か
っ
て

き
ま
し
た
。
今
後
は
、
様
々
な
人
に
聞
き
取
り
調
査
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
松
野
町
な
ら
で
は
の
植
物
利
用

を
明
ら
か
に
し
、
河
後
森
城
で
の
人
々
の
生
活
を
復
元

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
齢
者
叙
勲

伊
井
一
氏
に
瑞
宝
双
光
章

森
の
国
歴
史
発
見
！
文
化
財
通
信

河
後
森
城
の
植
生
調
査
を
実
施
し
ま
し
た

　

９
月
２
日
、
伊
井
一
氏
（
吉
野
在
住
）
に
対
し
叙
勲

の
伝
達
式
が
同
氏
の
自
宅
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

伊
井
氏
は
、
昭
和
₂₀
年
大
分
経
済
専
門
学
校（
現
大

分
大
学
経
済
学
部
）を
卒
業
後
、
吉
野
生
村
役
場
に
書
記

と
し
て
奉
職
し
、
松
丸
町
と
吉
野
生
村
の
合
併
に
貢
献

し
ま
し
た
。
ま
た
松
野
町
役
場
で
は
、
議
会
事
務
局
長

を
始
め
、
総
務
課
長
、
企
画
広
報
課
長
、
住
民
福
祉
課

長
な
ど
を
歴
任
し
、
昭
和
₅₀
年
に
は
、
松
野
町
収
入
役

に
就
任
、
松
野
町
の
健
全
財
政
の
堅
持
に
努
め
ま
し
た
。

集まれ！　　月生まれ！集まれ！　　月生まれ！10
　広報まつのでは年齢・性別を問わず、

誕生日の町民をどんどん紹介していきま

す！

　町内外で活躍する目黒の芝勇樹さんで

す。

　本コーナーに掲載を希望される方は、
総務課広報担当までお気軽にご連絡くだ
さい。
※紙面の都合により掲載できない場合も
ありますのでご了承ください。

【問合せ先】☎₄₂－₁₁₁₁（内線₂₂₁）

生まれの町民募集！11月 12月

芝
しば

　　勇
ゆう

樹
き

さん
1977年10月31日生まれ（36歳）

　 建 設 会 社 に 勤 務 す る 傍 ら
キャニオニングのインストラ
クターも務める勇樹さん。
　地元消防団でも、班長とし
て活躍し、地域のリーダーと
して頑張っています。

【コメント】
　来年、宇和島で行われる消
防操法地区大会に出場するこ
とになりました。県大会めざ
して頑張ります！
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Informationお し ら せ

防
犯
協
会
か
ら
の
お
し
ら
せ

〜
自
転
車
防
犯
登
録
Ｑ
＆
Ａ
〜

各
種
無
料
相
談
所
の
開
設

行
政
相
談

【
日　
　

時
】
1₀
月
1₀
日
㈭　

午
前
₁₀
時
〜
正
午

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

婦
人
室　

【
内　
　

容
】
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

【
相　
談　
員
】
行
政
相
談
員
（
有
馬
節
男
）

「
1₀
月
₂1
日
㈪
～
₂₇
日
㈰
は
行
政
相
談
週
間
で
す
！
」

心
配
ご
と
相
談

【
日　
　

時
】
1₀
月
1₀
日
㈭　

午
前
₁₀
時
〜
正
午

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】
心
配
ご
と
相
談

【
相　
談　
員
】
民
生
児
童
委
員

人
権
相
談

【
日　
　

時
】
1₀
月
1₀
日
㈭　

午
前
₁₀
時
〜
正
午

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】
人
権
相
談

【
相　
談　
員
】
人
権
擁
護
委
員

Ｑ
：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
自
転
車
を
購
入
し
た
場
合
の
防
犯

登
録
の
仕
方
を
教
え
て
！
！

Ａ
：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
限
ら
ず
、
防
犯
登
録
所
以
外
で
購

入
し
た
自
転
車
も
、
防
犯
登
録
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、
入
手
先
が
不
明
な
も
の
は
、
後
の
ト
ラ
ブ
ル
防

止
の
為
、
原
則
と
し
て
登
録
出
来
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
登
録
に
必
要
な
も
の
を
持
参
し
て
、
お
近
く
の
防

犯
登
録
指
定
所
と
な
っ
て
い
る
自
転
車
店
等
で
登
録
し
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、登
録
し
た
後
に
渡
さ
れ
る
「
登
録
票
の
控
え
」
は
、

盗
難
届
を
出
し
た
り
、
売
却
し
た
り
す
る
場
合
に
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

登
録
に
必
要
な
も
の

　
　

＊
自
転
車
本
体

　
　

＊ 

自
転
車
を
取
得
し
た
証
明
が
出
来
る
も
の
（
販
売
証

後
納
制
度
（
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
可
能
期
間
の
延
長
）
の
お
し
ら
せ

　

国
民
年
金
は
、
₂₀
歳
か
ら
₆₀
歳
ま
で
の
₄₀
年
の
間
、
国
民

年
金
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
₆₅
歳
か
ら
満
額

の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
で
き
る
制
度
で
す
。

　

し
か
し
、
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
や
、
届
出

を
忘
れ
た
こ
と
で
国
民
年
金
の
資
格
期
間
が
な
い
場
合
は
、

年
金
の
受
給
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
年
金
そ
の
も
の
が
受

給
で
き
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
事
態
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
過
去
₁₀
年
ま
で
に
納
め
ら
れ

な
か
っ
た
保
険
料
は
、
後
納
制
度
を
利
用
す
る
と
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

後
納
制
度
は
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

る
期
間
を
過
去
２
年
か
ら
₁₀
年
に
延
長
し
た
こ
と
に
よ
り
、

納
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
保
険
料
が
納
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
も
の
で
す
が
、
後
納
制
度
が
利
用
で
き
る
の
は
平
成
₂₇
年

９
月
₃₀
日
ま
で
で
す
の
で
、
後
納
制
度
を
利
用
す
る
方
は
早

め
の
お
申
込
み
が
大
切
で
す
。

　

た
だ
し
、
既
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
や
、

₆₅
歳
以
上
で
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
を
お
持
ち
の
方

は
、後
納
制
度
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
後
納
制
度
は
事
前
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
き
、
後

納
保
険
料
が
納
め
ら
れ
る
期
間
を
審
査
し
ま
す
。
審
査
の
結

果
に
よ
っ
て
は
後
納
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
け
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

後
納
制
度
に
関
す
る
詳
し
い
内
容
は
、
左
記
「
国
民
年
金

保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」
ま
た
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
（http://www.nenkin.go.jp

）

を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
ご
自
身
の
年
金
記
録
か
ら
後
納
制

度
を
利
用
で
き
る
期
間
が
確
認
で
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
『
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
０

５
７
０
・
０
１
１
・
０
５
０
）』
へ

　

全
国
農
業
新
聞
は
農
業
者
の
公
的
代
表
機
関
で
あ
る

農
業
委
員
会
系
統
組
織
が
発
行
す
る
農
業
総
合
専
門
紙

で
す
。

　

週
刊
で
、
情
報
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う
解
説
的
に
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
上
、
多
く
の
読
者
に
満
足
し
て
も
ら

え
る
よ
う
、
家
族
全
員
が
楽
し
め
る
記
事
も
充
実
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
₄₇
都
道
府
県
に
あ
る
支
局
の
県
版
・
地

方
版
の
充
実
に
よ
り
、
地
域
の
元
気
で
特
徴
あ
る
明
る

い
話
題
や
地
域
独
自
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
の
提
供
に

努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

経
営
と
く
ら
し
に
役
立
つ
農
業
総
合
専
門
紙
と
し
て

高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
、
以
下
の
５
つ
の
特
徴
が
あ

り
ま
す
。

①
農
業
・
農
政
に
関
す
る
情
報
は
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
っ
た
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
上
に
氾

濫
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中
か
ら
、
農
政
時
事
問
題
の
背

景
や
影
響
な
ど
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
分
か
り
や
す
く
解
説

す
る
と
と
も
に
、
一
週
間
の
出
来
事
が
農
業
者
の
視
点

で
と
ら
え
て
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

②
現
在
の
農
村
で
は
、
認
定
農
業
者
や
農
業
法
人
、
集

落
営
農
組
織
な
ど
地
域
農
業
の
「
担
い
手
」
を
つ
く
り

　

農
業
委
員
会
で
は
、
地
元
区
長
の
協
力
の
も
と
、
９

月
上
旬
に
町
内
全
域
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
及
び
荒
廃
農

地
の
現
地
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
農
地
の
違
反
転
用
の
未
然
防

止
を
図
る
と
と
も
に
、
早
期
発
見
し
、
指
導
す
る
事
を

目
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
悪
質
な
違
反
転
用
に
つ
い
て

は
、
原
状
回
復
等
の
措
置
や
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
農
地
を
転
用
す
る
際
に
は
、
必
ず
事
前

に
許
可
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
荒
廃
農
地
の
現
地
調
査
は
、
そ
の
発
見
だ
け

で
は
な
く
、
利
用
状
況
の
調
査

や
農
地
の
有
効
利
用
を
図
る
た

め
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
営
農

が
困
難
な
所
有
者
な
ど
に
は
担

い
手
の
斡
旋
を
行
う
な
ど
、
荒

廃
を
未
然
に
防
止
す
る
役
割
も

担
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
調
査

を
基
に
、
荒
廃
農
地
の
所
有
者

に
は
、
今
後
の
農
地
の
活
用
方

法
な
ど
を
確
認
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
や

育
て
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
担
い

手
の
経
営
改
善
に
役
立
つ
経
営
技
術
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
な
ど
の
情
報
を
、
事
例
を
交
え
な
が
ら
紹
介
し
て
い

ま
す
。

③
農
業
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
、
過
疎
化
、
農
地

の
荒
廃
な
ど
地
域
が
抱
え
る
悩
み
は
深
刻
で
す
。
そ
れ

ら
の
解
決
の
糸
口
と
な
る
ヒ
ン
ト
や
先
進
事
例
な
ど
、

農
業
委
員
会
組
織
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
集
め

た
情
報
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
情

報
源
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

④
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
「
食
」
や
健
康
、
年
金
、
趣

味
、
娯
楽
、
農
村
女
性
の
起
業
な
ど
農
家
の
暮
ら
し
に

役
立
つ
話
題
や
農
村
生
活
を
送
る
上
で
「
元
気
に
な
る
」

記
事
を
豊
富
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

⑤
一
般
新
聞
の
購
読
と
併
せ
て
読
ん
で
い
た
だ
く
併
読

誌
と
し
て
、
一
週
間
に
一
度
お
届
け
し
て
い
ま
す
が
、

購
読
料
は
１
か
月
６
０
０
円
（
送
料
込
み
）
と
お
手
軽

に
購
読
で
き
ま
す
。

　

全
国
農
業
新
聞
は
毎
週
一
回
金
曜
日
発
行
で
す
。
実

物
は
事
務
局
に
も
備
え
て
い
ま
す
。
購
読
を
希
望
さ
れ

る
人
は
農
業
委
員
会
事
務
局
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

農
地
に
関
す
る
相
談
を
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

不
明
な
点
や
心
配
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
農
業
委
員

又
は
事
務
局
ま
で
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

農
業
委
員
会
事
務
局
☎
₄₂
・
２
２
２
７

全
国
農
業
新
聞
を
購
読
し
て
農
業
経
営
に
役
立
て
ま
せ
ん
か
？

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
及
び
荒
廃
農
地
の
現
地
調
査
を
実
施
し
ま
し
た

農業委員会だより（10月号）
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　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ
来
春
の
新
規
高
校
卒
業
者
を
対
象
と
し
た
求
人
提
出
の
お
ね
が
い
‼

新
聞
契
約
し
て
景
品
を
も
ら
っ
た
が
…
⁈

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
、
地
元
企
業
の
み
な
さ
ん
へ

　

来
春
、
管
内
の
高
等
学
校
を
卒
業
し
、
就
職
を
希
望
す
る

生
徒
は
、
２
４
２
名
を
数
え
る
一
方
、
地
元
企
業
か
ら
の
求

人
は
、
８
月
末
現
在
で
₉₃
名
と
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
地
元
で
就
職
し
た
い
と
い
う
生
徒
は
多
数

い
る
も
の
の
、
求
人
数
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
県
外
・
管
外

へ
の
就
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
聞
の
訪
問
販
売
︵
勧
誘
︶
に
つ
い
て

　

新
聞
の
訪
問
販
売
に
関
す
る
相
談
は
こ
の
₁₀
年
間
毎
年
全

国
で
1
万
件
前
後
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
全
体
数
は
大
き
く

変
わ
っ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
契
約
者
の
平
均
年
齢
は
年
々
高

く
な
っ
て
お
り
、
中
で
も
₆₀
歳
以
上
の
割
合
が
３
割
か
ら
５

割
強
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者

な
の
に
₁₀
年
以
上
の
長
期
間
の
契
約
や
数
年
後
か
ら
の
契
約

を
さ
せ
ら
れ
た
も
の
や
、
入
院
な
ど
を
理
由
に
解
約
を
申
し

出
る
と
、
高
額
な
解
約
料
や
景
品
代
を
請
求
さ
れ
る
と
い
っ

た
も
の
で
す
。
ま
た
、
契
約
時
に
法
律
（
不
当
景
品
類
及
び

不
当
表
示
防
止
法（
景
品
表
示
法
））で
定
め
ら
れ
る
範
囲（
取

引
の
価
格
の
８
％
ま
た
は
６
カ
月
分
の
新
聞
代
の
８
％
の
い

ず
れ
か
低
い
金
額
）
を
越
え
る
景
品
を
提
供
し
、
解
約
を
申

し
入
れ
る
と
景
品
を
買
っ
て
返
す
よ
う
に
求
め
ら
れ
た
事
例

も
あ
り
ま
す
。

１　

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

　

① 

ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
観
点
か
ら
も
安
易
に
数
年
間
の
契
約

や
数
年
後
か
ら
の
契
約
は
し
な
い
こ
と
で
す
。

が
ん
ば
る
障
害
者
の
応
援
団
！

　

県
で
は
、
障
害
の
あ
る
人
の
就
職
へ
の
第
一
歩
と
す
る
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
障
害
者
の

雇
用
に
関
心
の
あ
る
企
業
や
訓
練
の
受
講
を
希
望
す
る
人
か

ら
の
連
絡
を
待
っ
て
い
ま
す
。（
訓
練
受
講
料
は
無
料
）

１　

受
け
入
れ
企
業
へ
は
委
託
金
︵
上
限
あ
り
︶
の
支
払
い

が
あ
り
ま
す
。

２　

訓
練
対
象
者　

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
申
し
込
み
を

行
っ
て
い
る
身
体
、知
的
ま
た
は
精
神
に
障
害
の
あ
る
人
で
、

公
共
職
業
安
定
所
長
の
受
講
指
示
・
推
薦
を
受
け
た
人

３　

問
合
せ
先　

愛
媛
県
労
政
雇
用
課

　
　

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
５
０
３

　

宇
和
島
鉄
道
全
線
開
通
₉₀
周
年
を
記
念
し
て
、
次
の
と
お

り
記
念
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
当
日
は
、
記
念
講
演
の
ほ

か
、
鉄
道
唱
歌
の
合
唱
や
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
に
よ
る
演
奏
、
鉄

道
写
真
や
機
関
車
模
型
の
展
示
、
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
体
験
乗
車
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
奮
っ
て
参

加
く
だ
さ
い
。

１　

日　
　

時　

₁₀
月
₂₀
日
㈰　

午
前
₁₀
時
〜
午
後
４
時

２　

会　
　

場　

吉
野
生
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

吉
野
生
公
民
館

３　

問
合
せ
先　

 

宇
和
島
鉄
道
全
線
開
通
₉₀
周
年
記
念
事
業

事
務
局

　
　
　
　
　
　
　

矢
野　

☎
₄₂
・
０
１
８
０

　
　
　
　
　
　
　

山
本　

☎
₄₂
・
１
７
３
８

宇
和
島
鉄
道
全
線
開
通
90
周
年
記
念
事
業
の
お
し
ら
せ

明
書
、
領
収
書
、
送
り
状
な
ど
）

　
　

＊
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
等
）

　
　

＊
登
録
料
（
５
０
０
円
）
※
有
効
期
限
₁₀
年
間

陸
上
自
衛
隊
松
山
駐
屯
地
創
立
58
周
年
記
念
行
事
の
お
し
ら
せ

　

陸
上
自
衛
隊
松
山
駐
屯
地
創
立
₅₈
周
年
を
記
念
し
て
、
次

の
と
お
り
記
念
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
当
日
は
、
記
念
式
典

の
ほ
か
、
戦
車
や
ジ
ー
プ
な
ど
の
体
験
乗
車
、
装
備
品
の
展
示
、

音
楽
演
奏
な
ど
が
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
奮
っ
て
参

加
く
だ
さ
い
。

１　

日　
　

時　

11
月
２
日
㈯　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

２　

会　
　

場　
陸
上
自
衛
隊
松
山
駐
屯
地
（
松
山
市
南
梅
本
町
乙
１
１
５
）

３　

問
合
せ
先　

陸
上
自
衛
隊
松
山
駐
屯
地
広
報
班

☎
０
８
９
・
９
７
５
・
０
９
１
１
（
内
線
２
０
４
）

　

② 

景
品
の
金
額
が
高
そ
う
な
と
き
は
さ
ら
に
契
約
に
慎
重

に
な
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

③ 

解
約
の
場
合
に
解
約
の
条
件
な
ど
が
ど
う
な
っ
て
い
る

か
を
契
約
前
に
確
認
し
て
お
く
こ
と
も
ト
ラ
ブ
ル
を
避

け
る
た
め
に
必
要
で
す
。

　

④ 

ア
ン
ケ
ー
ト
と
い
い
な
が
ら
契
約
書
に
サ
イ
ン
さ
せ
る

悪
質
な
手
口
も
あ
る
の
で
落
ち
着
い
て
書
類
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

　

⑤ 

訪
問
販
売
の
た
め
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
お
近
く
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

２　

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口

　

松
野
町
産
業
振
興
課　

☎
０
８
９
５
・
₄₂
・
１
１
１
６

　
愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
０
８
９
・
９
２
５
・
３
７
０
０

　

県
で
は
、
平
成
₂₅
年
₁₀
月
１
日
〜
₁₁
月
₃₀
日
ま
で
の
２
ヶ

月
間
、
麻
薬
・
覚
醒
剤
乱
用
防
止
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

麻
薬
や
覚
醒
剤
な
ど
の
薬
物
乱
用
は
、
個
人
の
健
康
被
害

に
と
ど
ま
ら
ず
、
各
種
の
犯
罪
の
誘
因
と
し
て
も
計
り
知
れ

な
い
危
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
最
近
で
は
合
法
で
あ
る
こ
と

や
、
安
全
性
を
強
調
し
た
り
、
ハ
ー
ブ
や
お
香
に
見
せ
か
け

た
り
と
、
誘
う
手
口
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
指
定
薬
物
な
ど
を

含
む
違
法
ド
ラ
ッ
グ
（
覚
醒
剤
・
大
麻
・
コ
カ
イ
ン
な
ど
）
は
、

意
識
障
害
・
け
い
れ
ん
・
脳
の
障
害
な
ど
の
重
大
な
健
康
被

害
や
人
格
の
崩
壊
に
つ
な
が
り
ま
す
。
薬
物
は
誘
わ
れ
て
も

断
固
拒
否
す
る
と
い
う
強
い
意
志
が
大
切
で
す
。

　

合
法
や
安
全
性
を
強
調
し
た
、
怪
し
い
薬
物
を
見
か
け
た

場
合
に
は
、「
あ
や
し
い
ヤ
ク
ブ
ツ
連
絡
ネ
ッ
ト
」
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
愛
媛
県
の
各
保
健
所
に
薬
物
相
談
窓

口
を
設
置
し
、
広
く
住
民
か
ら
の
相
談
や
質
問
に
応
じ
て
い

ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

１　

あ
や
し
い
薬
物
を
発
見
し
た
場
合

　
　

あ
や
し
い
ヤ
ク
ブ
ツ
連
絡
ネ
ッ
ト

　
　

☎
₀₃
・
５
５
４
２
・
１
８
６
５

２　

薬
物
の
相
談
窓
口

　
　

宇
和
島
保
健
所
（
水
曜
日
・
午
前
₁₀
時
〜
午
後
３
時
）

　
　

☎
０
８
９
５
・
₂₂
・
５
７
３
５

愛
媛
県
麻
薬
・
覚
醒
剤
乱
用
防
止
運
動
に
つ
い
て

　

優
秀
な
人
材
を
一
人
で
も
多
く
地
元
に
残
し
、
今
後
地
域

を
支
え
、
ま
た
、
企
業
の
活
力
と
な
る
新
し
い
力
を
確
保
す

る
た
め
に
も
、
高
校
新
卒
者
を
対
象
と
し
た
求
人
を
提
出
し

て
も
ら
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

１　

問
合
せ
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宇
和
島　

学
卒
係

　
　

☎
０
８
９
５
・
₂₂
・
８
６
０
９

し
ま
な
み
海
道
通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

　

サ
イ
ク
リ
ン
グ
し
ま
な
み
２
０
１
３
の
開
催
に
伴
い
、
西

瀬
戸
自
動
車
道
（
瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
）
の
一
部
区
間
が

通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。
利
用
自
粛
や
迂
回
路
（
瀬
戸
中
央

自
動
車
道
・
神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道
）
の
利
用
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

１　

通
行
止
め
日
時　

 

₁₀
月
₂₀
日
㈰　

午
前
７
時
〜
₁₀
時

（
3
時
間
）

２　

通
行
止
め
区
間　

今
治
Ｉ
Ｃ

⇔

大
島
北
Ｉ
Ｃ（
上
下
線
）

３　

問
合
せ
先　

県
今
治
支
局
総
務
県
民
室

　
　

☎
０
８
９
８
・
₃₁
・
３
１
９
０

ロ
ー
プ
木
登
り
で
遊
ぼ
う

　

初
心
者
で
も
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
、
ロ
ー
プ
を
使
っ
た
木

登
り
の
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

普
段
登
る
こ
と
の
な
い
木
の
上
か
ら
の
眺
め
は
格
別
で
す
。

滑
床
渓
谷
の
大
自
然
で
、
木
登
り
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

１　

日　
　

時　

₁₀
月
₂₀
日
㈰　

①
午
前
９
時
半
〜
正
午

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
午
後
１
時
半
〜
４
時

　

 （
半
日
ず
つ
の
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
の
時

間
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。）

２　

会　
　

場　
国
立
公
園
滑
床
渓
谷
（
受
付
場
所
：
万
年
荘
）

３　

対　
　

象　

小
学
生
以
上
〜
₆₅
歳
未
満
の
人

（
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
の
こ
と
）

４　

参　
加　
料　

１
人
あ
た
り
１
，
０
０
０
円

５　

締
め
切
り　

₁₀
月
₁₅
日
㈫
必
着

６　

問
合
せ
先　

ま
ち
づ
く
り
青
年
会
議
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　

☎
₄₂
・
１
１
１
１

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
の
お
し
ら
せ

　

₁₀
月
１
日
㈫
か
ら
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

一
定
の
抽
出
方
法
に
基
づ
き
選
定
さ
れ
た
対
象
世
帯
に
、
調
査

員
が
伺
い
ま
す
。

　

回
答
さ
れ
た
内
容
は
統
計
法
に
よ
っ
て
厳
重
に
保
護
さ
れ
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。
調
査
の
結
果
は
、

皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
の
で
、
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
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1₀月の森の国行事予定表

日 曜日 予　　定　　　　　　　　　　　　　　　

１ 火 蕨生地区健康診断（蕨生集会所　受付７：₃₀～₁₁：₀₀）
滑床写遊写真展（ふれあい交流会）～₁₅日 不豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

２ 水 中学校郡新人総合体育大会 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

３ 木 富岡地区健康診断（富岡公民館　受付７：₃₀～₁₁：₀₀）
中学校郡新人総合体育大会 不松丸・吉野・蕨生・奥野川

４ 金 上家地健康診断（上家地集会所　受付８：₃₀～₁₁：₀₀） 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野・蕨生・奥野川

５ 土

６ 日 ＪＲ予土線ぽっぽ音楽祭 当しませ医院☎₂₇︲₁₈₈₈
当松浦内科医院☎₂₃︲₁₁₂₂

当こおり小児科☎₂₄︲₅₆₃₃
当富山医院☎₄₅︲₀₃₆₀

７ 月 可葛川以外町内全域

８ 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒

９ 水 延野々地区健康診断（延野々集会所　受付７：₃₀～₁₁：₀₀） 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒大奥野川住民センター

₁₀ 木 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

₁₁ 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

₁₂ 土 中学校南予新人総合体育大会（陸上）

₁₃ 日 当宍戸脳神経クリニック☎₂₂︲₀₅₉₇
当山本内科医院☎₂₂︲₅₁₀₀

当山下小児科☎₂₃︲₀₀₅₅
当町立北宇和病院☎₄₅︲₁₂₂₁

₁₄ 月 当上田外科☎₂₅︲₀₁₀₀
当楠崎内科☎₂₄︲₂₂₁₁

当こばやし小児科☎₂₃︲₁₁₅₀
当市立吉田病院☎₅₂︲₀₆₁₁ 可葛川以外町内全域

₁₅ 火 子宮がん検診（保健センター　受付₁₃：₃₀～₁₄：₃₀）
松野中学校修学旅行　～₁₈日 不豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

₁₆ 水 郡小学校陸上大会 大蕨生集会所 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

₁₇ 木 不松丸・吉野・蕨生・奥野川

₁₈ 金 吉野地区健康診断（吉野生交流促進センター　受付７：₃₀～₁₁：₀₀） 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

₁₉ 土 吉野地区健康診断（吉野生交流促進センター　受付７：₃₀～₁₁：₀₀）

₂₀ 日 宇和島鉄道全線開通₉₀周年記念イベント（吉野生交流センター）
ロープ木登りで遊ぼう（滑床渓谷）

当友松外科・胃腸科☎₂₂︲₀₄₁₀
当中山内科胃腸科☎₂₂︲₀₇₀₇

当やくしじこどもクリニック☎₂₄︲₁₃₈₆
当篠原医院☎₄₅︲₃₃₇₀

₂₁ 月 可葛川以外町内全域

₂₂ 火 松野町保育園・小・中学校教職員人権・同和教育研究集会（西小学校） 不豊岡・延野々・富岡・目黒

₂₃ 水 大吉野生公民館 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

₂₄ 木 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

₂₅ 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

₂₆ 土 中学校愛媛県新人体育大会

₂₇ 日 地方祭
秋の滑床自然観察登山

当河野整形外科クリニック☎₂₂︲₁₈₂₂
当石川循環器科内科☎₂₀︲₀₃₂₀

当こおり小児科☎₂₄︲₅₆₃₃
当大野内科医院☎₄₅︲₀₁₄₁

₂₈ 月 可葛川以外町内全域

₂₉ 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒

₃₀ 水 大目黒基幹集落センター 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

₃₁ 木 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

当……休日当番医　　　大……粗大ごみ、小型家電回収日
可……可燃物回収日　　不……不燃物回収日　　古……古紙類回収日


